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親子で取り組む、自然素材を使った

ゼロ.エミッションプログラムの開発

Ｈ新カモミール遠藤正

ゴマ、アブラナ、ツバキを搾り、その油を調理や

照Iﾘjに使った。ｉＩ１１かす等は、肥料にした。また、

採集したナンキンハゼの実を搾り、少最ではあっ

たが、蝋燭も作った。

(3)和紙を作る

繊維のあるものであれば紙作りは可能であるが、

いろいろな素材で作ってみた。特にサトウキビを

搾ったカスで作る紙「パカス」は、まさに「ゼ

ロ.エミッション活動」である。

(4)「編む」活動

学校Ⅲで米作りをしているので、毎年ワラをも

らって「つと」を編み、栽培したダイズを入れて

納豆を作っている。わら細工も上達してきたので

今年は、学校の教育活動で実施された「わらじ作

り」の指導を担当した。編み方が複雑で、こども

達も苦労したが、何回かの活動で上達し、完成さ

せることができた。嬉しそうに履き、大切に扱っ

ている姿を見ると、手作りの効果の大きさを感じ

た。

(5)タケを使った「ゼロ.エミッション活動」

毎年恒例の「野薫を食べる会」では、いろいろ

なタケノコ料理が作られる。

秋には、梢原村にキャンプに行くが、現地でモ

ウソウダケを伐り、イカダを作って川に浮かぱせ

親子で遊ぶのが楽しみになっている。また、残っ

たタケをナイフで削り、箸やへラなどの調理用具

を作り、子ども達もタケという素材を活用するこ

とに憤れている。

今、、取り組もうとしたことが３点ある。１つ

めは、「竹炭作I)｣。これは以前にも雑木を材料と

して、砂場でドラム缶を使って炭焼きをしたこと

があるので、容易にできた。燃料だけでなく学校

のトイレの荊臭にも使いたい。２つめは、「クマデ

作り」である。毎年冬に学校周辺の落ち葉を集め、

堆肥を作り、栽培活動に使っている。その時、高

学年は121分で作った「Ｍｙクマデ」を使ったら、

'21然索材にもっと関心を持ち、よ')窓欲的に取り

組むのではないかと思ったからである。

クマデ作りは、本ｲl:２月に実施した。

竹林の竹を伐り、ナタで判っていく。「竹を割っ

たような」という言葉を体で学ぶことができる。

１はじめに

「日新カモミール」は、1994年に設立され、東

京都府中市を中心に、主として土|]に、自然体

験・農業体験活動をしている社会教育凹体である。

会貝は、小学生とその保護者が多く、本会で育

った子ども達が指導者にもなっている。

当初より食農教育に力を入れ、大豆を紋堵して

藁づと納豆や味噌を作ったI)、春には地域の、畑

で摘んだ野草を調理し、自然の恵みを味わってい

る。

今までも、蚕を飼育し、その繭を草木染してマ

フラーを編んだり、桑の枝の皮で和紙を礎いたり、

桑の実でジャムを作る等、１つの素材が様々に活

用され、できるだけ無駄を出さないという活動を

実践してきたが、今回は、いろいろな自然素材に

対象を広げ「ゼロ.エミッションプログラム」の

開発に取り組んだ。特に、多摩丘陵に轍殖して、

対応に苦慮しているモウソウダケの活)１１を王とし

た。

２実践内容

(1)源（みなもと）ボックス作り

都会に住む子ども達は、近くにH1畑がないので、

毎日食べるお米やパンがどのようにできるのかを

知らないことが多い。また、石iIIl化学製品が大半

を占める現代生活では、自然素材を識別する能力

が低下している。

そこでまず自然素材を集める活動から始めた。

栽培できるものは種蒔きから取り組んだ。そして

擁架したI)収鞭したI:|然素材を、各121が持ってき

たお菓子粕に並べて「源ボックス」を作った。

[内容物］

イネ、コムギ、ダイズ、アズキ、アブラナ、ゴマ、

ツバキの実、ソバ、ワタ、クワの枝、繭、モウソ

ウダケ、ナンキンハゼの実、サトウキビなど。

(2)擁illI機を使ってしぼる

本奨励金で購入した搾7}１１機を活用した。まず、
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しかし、８彬分にすることは、初心音には難しい

技術であり、割ることと、割くことの迷いを体験

した.今年度は、６ｲlﾐﾉｌｉがクマデを作ることが決

まったので、徽習会に参加して技術をＷ11卜された

〃々に指導をお胸[いしたいと思っている。３つめ

は、「竹カゴ作I〕」である。イi油化学製ＩＨ１ｌｌｌ現する

Iiilの入れ物は、ほとんどが竹製品であI)１１常の』lを

１冊でも番役に立つので、ぜひ取り細みたかった

が、竹１２作も技術を継続的に,15めていかなければ

とても艇理な活動であることがわかった。今後の

探題としたい。

刑佼ﾉﾋもいる

１１Kち上げた､１１時は、Ⅱ新小の教L1であった。し

かし３年Iiiiに八】ミチIliの学校に異動とな'ハ現ｲI；

本会の巡哲は、ほとんど地域の親でｲjっている，

巡勅クラブや吹突楽など文科系のクラブでｲiお

な'樅校が、指W(昔の異釛で-.A(に衰退する１Ｊ例を

1111くと、地域に完ｲﾔに移符でき、継続して活iWし

ている災践例は、′;:校週５Ｈﾙﾘが尤令にﾂﾐ施され

ｲﾄﾞ１１１１約`15パーセントを家)廷・地域で過ごす]Fども

述そして体Ⅱの過ごし〃に110心をもっている保MH

打に対し、１つのﾉﾉ向を'jくす1片効であると思う。

今回の奨励金で、搾iIII機とクマデ作りで使川す

る竹用ののこぎl)、なたを購入した。製jili元にIfI

接Iili文したが、もの作Ｉ)へのli1i難、こだわりをIi1

うことかできた。企業での「ゼロ．エミッション」

では、先端技術がｉｉｉ要であるが、llj民レベルでの

｢ゼロ.エミッション」では、ｌｆの技と心が大切で

３実践のまとめ

「[I新カモミール」を立ち上げて１０ｲﾄﾞになる□

｢継続はﾉjなり」というが、′l､学生の時に野KO観察

に参bllして、それがきっかけで人'jとで野.〔;を研究

し、ときどき後哉に指導してくれる入学化がいる。

また、地-ＭA袋をin(い、いきいきと農作柴をする あると感じた。
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